








Development of a General Purpose Data Warehouse for 





















In recent years, there have been active movements to introduce Institutional Research (“IR” 
below) at Japanese universities, and to utilize it for university management, education and student 
support. However, technical problems will occur if the placement of experts and the introduction 
IR-dedicated information system at many universities are not available. Methods in data collection 
from the information system in the university, method for analyzing the collected data, methods for 
visualizing the analysis results and providing it to the university administration. To solve this 
problem, we examined the methods that can be collected by non-IT experts and developed 
general-purpose data warehouse, data analysis methods, and IR support system to visualize and 
provide the analysis results. 
As a result, it has become possible to materialize a comprehensive IR support environment that 
can smoothly perform automatic data collection, analysis and visualization, making it possible to 
utilize the data accumulated in university for IR. It has become possible to cycle PDCA planning, 


























































































































































































可能である．図 2に IR 支援シス
テムを示す． 
開発した IR 支援システムで，年度別 LMS コンテンツ数に対する授業数，2015 年






















































































































7.  結論 
本研究では，IR の三つのパートにおけるそれぞれの技術的な問題を解決し，IR を
活用するための手段として，大学の情報システムに蓄積されているデータを効率良く
収集する手法および分析をサポートする手法について，汎用データウェアハウス，IR
支援システムを実装し，その評価を行った．  
一つ目のパートの学内の情報システムからデータを収集する手段の解決策として，
汎用データウェアハウスシステムを開発した．独立した情報システムとデータを受け
渡しする汎用データ連携機能の開発，および，運用におけるユーザ情報の一元管理に
より，一旦専門家が連携の設定を行えば，後は自動的にデータを収集することが可能
となった．その結果，専門家が常勤していなくとも，独立した情報システムから効率
的にデータを収集することが可能になった． 
大学に導入されている多数の情報システムは，それぞれの業務に特化して開発し利
用されている．そのため，データベース等のプラットフォームや，利用されている文
字コード等の内部設計がそれぞれ異なっていることが，情報システム間で関連したデ
ータを分析するうえで大きな課題であった．これを可能にするために，データの変換，
フィルタリング，マッピングの変換手順を定義して処理を行い，さらにそれらの手順
の自動化，汎用化の工夫，処理フローの登録機能を開発したことで，データ収集にお
ける課題が解決できた． 
12 
二つ目のパートの収集したデータを分析する手段と，三つ目のパートの分析した結
果を可視化し，大学の執行部などに提供する手段の解決策として，IR 支援システムを
開発した．分析結果をグラフや表等の形式で表示，結果の出力，KU-SSOとの連携に
より，必要な執行部等の利用者のみに閲覧を制限することが可能になった． 
従来，対象データの抽出，データ分析，結果の視覚化，必要な利用者のみに閲覧す
る手段において，それぞれ異なるアプリケーションの利用や，複数の操作が必要であ
り，多くの労力と煩雑な手順が必要であった．そのため，行った分析の手順の記録，
共有化が行われていないことが多い．これらの一連の手順を一つの設定として登録す
ることで，自動でグラフや表の視覚化，二次利用するための結果ファイルの出力と，
どこからでもブラウザのみで，分析結果が容易に確認可能になった．その結果，少な
い労力とシンプルな操作で，必要な利用者のみに分析結果を提供することが可能にな
り，分析の手順の共有化も可能となった． 
また，開発したシステムを利用することで，PDCA の計画（仕様策定）・実施（開
発・改善）・分析・評価をサイクルし，アカンサスポータルの開発，運用の業務に活
かすことが可能となったと言える．今後も，様々な分析を定期的に行い，必要機能の
改善，必要機能の選定を行い，効率良く開発を行っていきたい．そして利用者にとっ
て利便性の高いシステムの開発，運用を行っていき，現在の主業務であるシステム開
発，運用にも活かすことが可能になったと言える． 
すべて無償のもので開発を行い，他大学への移植も考慮し，金沢大学独自システム
とならないよう，汎用的なシステムとして開発したことで，他大学の IR にも応用で
きる汎用性を確保した．以上のことから，１章で挙げた IR のための予算の確保が難
しい大学や，専属の人員を雇用できない大学でも，IR を活用するための手段を考案，
実装，評価し，今後の開発を進めるうえで一つの指針を示すことができた． 

